
谷
崎
潤
一
郎
「
少
将
滋
幹
の
母
」

論

新
聞
連
載
に
お
げ
る
小
説
形
式

風
　
呂

本
　
　
　
　
薫

、

は
じ
め

に

　
「
少
将
滋
幹
の
母
」
は
、
谷
崎
潤
一
郎
が
発
表
し
た
戦
後
の
第
一
作
目
に
あ

た
り
、
最
後
の
新
聞
小
説
で
も
あ
る
。
こ
の
小
説
は
小
倉
遊
亀
の
挿
絵
と
と
も

に
、
昭
和
二
四
年
一
一
月
ニ
ハ
日
か
ら
翌
年
二
月
九
目
ま
で
、
「
毎
目
新
聞
」

（
大
阪
・
東
京
版
共
）
に
、
八
四
回
連
載
さ
れ
て
い
る
。

　
発
表
当
時
、
こ
の
作
品
が
注
目
を
受
け
た
の
は
、
ま
ず
、
古
典
の
落
蓄
を
傾

け
た
書
き
方
で
あ
っ
た
。
玉
井
幸
助
は
、
平
安
貴
族
の
話
で
あ
る
小
説
の
素
材

を
敢
り
あ
げ
て
、
「
俸
へ
ら
れ
た
説
話
を
、
極
め
て
忠
實
に
薮
述
す
る
こ
と
を
骨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

子
と
し
、
作
者
自
身
の
空
想
に
よ
つ
て
作
り
設
け
た
と
こ
ろ
は
甚
だ
少
た
い
」

と
し
な
が
ら
、
話
の
原
典
を
確
認
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
様
た
姿
勢
は
、
後

年
池
田
勉
に
よ
っ
て
検
討
を
加
え
ら
れ
、
　
「
典
拠
と
し
て
特
に
重
大
な
役
割
を

荷
な
つ
て
い
る
の
は
、
主
と
し
て
今
昔
物
語
（
世
継
物
語
が
同
時
に
並
用
さ
れ

　
　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎
「
少
将
滋
幹
の
母
」
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
ら
し
い
）
と
閑
居
の
友
と
の
両
書
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
、
作
品
の
展
開

に
従
い
な
が
ら
、
そ
の
主
な
文
献
の
照
合
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
こ
う
し
た
典
拠
と
の
比
較
の
試
み
は
、
谷
崎
が
「
少
将
滋
幹
の
母
序
文
」
に

述
べ
た
、
古
典
の
記
述
に
忠
実
な
姿
勢
を
と
り
な
が
ら
、
小
説
の
構
想
を
実
現

し
て
い
る
こ
と
を
充
分
に
。
証
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
同
時

代
評
と
し
て
、
佐
山
済
が
こ
の
作
品
の
随
筆
風
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
留
意

し
て
述
べ
た
、
「
縫
起
と
照
鷹
が
全
篇
の
骨
子
に
も
あ
り
、
（
中
略
）
讃
者
は
、

作
者
の
現
實
認
識
と
い
う
も
の
か
ら
は
ぐ
ら
か
さ
れ
、
そ
う
し
た
ス
ト
ー
リ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
起
伏
す
る
展
開
の
興
味
に
引
き
ず
ら
れ
な
が
ら
っ
い
て
ゆ
く
」
と
し
た
指
摘
、

あ
る
い
は
伊
藤
整
の
、
「
細
部
の
種
々
の
興
味
と
、
そ
の
交
響
的
な
効
果
が
一

　
　
　
　
　
＠

層
よ
く
分
っ
た
。
」
と
い
う
読
後
感
を
支
え
る
、
理
解
の
一
方
法
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
谷
崎
が
こ
の
小
説
の
単
行
本
化
の
際
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎
「
少
将
滋
幹
の
母
」
論

序
文
に
次
の
言
葉
を
用
意
し
て
お
か
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
か
っ
た
程
に
、
作
品
の

理
解
の
う
え
で
の
陥
究
を
孕
ん
で
い
る
。

　
　
中
に
た
£
一
つ
、
作
者
が
勝
手
に
創
作
し
た
「
種
本
」
、
ー
つ
ま
り
架
空
の
書
物

　
　
の
名
が
出
て
來
る
箇
所
が
あ
つ
て
、
そ
れ
に
闘
聯
し
た
部
分
だ
げ
は
作
者
の
空
想
の

　
　
産
物
で
あ
る
。

　
谷
崎
は
、
二
般
讃
者
の
興
味
を
慮
っ
て
、
わ
ざ
と
そ
れ
を
指
摘
せ
ず
に
置

く
。
」
と
述
べ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
架
空
の
書
物
に
該
当
す
る
の
が
、
「
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
八
の
一
」
で
示
さ
れ
る
、
　
「
遁
古
閣
文
庫
所
藏
の
篤
本
の
滋
幹
の
日
記
」
で

あ
る
。
従
っ
て
章
に
よ
る
構
成
は
、
「
そ
の
一
」
か
ら
「
そ
の
七
」
ま
で
が
平

安
朝
の
古
典
に
即
し
た
話
の
展
開
で
あ
り
、
「
そ
の
八
」
か
ら
「
そ
の
十
一
」

ま
で
が
、
「
滋
幹
の
日
記
」
に
よ
る
架
空
の
話
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

小
説
は
、
前
半
と
後
半
の
二
つ
に
大
き
く
分
げ
ら
れ
る
。
古
典
の
史
実
か
ら
架

空
に
入
り
込
む
と
こ
ろ
が
、
こ
の
歴
史
小
説
の
重
要
な
ポ
イ
ソ
ト
で
あ
ろ
う
。

　
「
少
将
滋
幹
の
母
」
は
、
全
篇
を
通
じ
て
、
人
問
の
愛
欲
や
思
慕
を
テ
ー
マ

に
綴
ら
れ
て
い
る
。
平
中
の
恋
愛
滑
稽
講
を
皮
切
り
に
、
話
の
筋
は
自
然
と
大

檀
言
国
経
の
老
い
の
自
覚
と
北
の
方
へ
の
愛
欲
か
ら
、
子
滋
幹
の
母
恋
い
へ
と
、

様
変
わ
り
し
て
読
み
と
れ
る
よ
う
に
た
っ
て
い
る
。
後
半
は
架
空
の
設
定
と
い

っ
て
も
、
「
今
昔
物
語
集
」
「
閑
居
の
友
」
等
の
古
典
の
説
話
部
分
も
組
み
込
ま

れ
て
お
り
、
典
拠
を
確
認
し
て
い
く
う
え
で
、
と
も
す
れ
ぱ
前
半
同
様
穿
襲
に

終
わ
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

　
戦
後
文
学
に
つ
い
て
荒
正
人
は
、
間
題
作
と
す
る
作
品
の
、
二
つ
の
あ
り
方

　
　
　
　
　
¢

を
示
し
て
い
る
。
　
一
っ
は
、
例
え
ぱ
時
事
的
な
題
材
を
扱
っ
た
、
堀
田
善
衛

　
　
　
　
＠

「
広
場
の
孤
独
」
の
よ
う
た
、
話
全
体
が
強
い
問
題
意
識
を
持
つ
作
品
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
作
者
の
思
惑
に
反
し
て
「
批
評
家
無
用
論
」
が
世
間
の
注
目
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

浴
び
た
、
志
賀
直
哉
「
白
い
線
」
の
よ
う
な
、
作
品
自
身
に
は
別
に
問
題
性
が

あ
る
訳
で
は
た
い
の
に
、
間
題
作
と
世
問
か
ら
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
作
品
で

あ
る
。

　
荒
は
「
少
将
滋
幹
の
母
」
の
場
合
、
　
「
そ
の
充
實
し
た
内
容
自
身
が
間
題
を

投
げ
か
げ
て
い
る
」
と
し
て
、
前
者
に
見
立
て
て
い
る
。
そ
れ
は
作
品
の
基
調

に
、
谷
崎
の
「
繰
り
返
し
取
り
あ
げ
て
き
た
マ
ザ
ー
・
コ
ム
プ
レ
ヅ
ク
ス
」
が

窺
わ
れ
、
そ
こ
に
「
谷
崎
文
學
の
圓
熟
」
が
み
ら
れ
る
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
荒
の
戦
後
文
学
に
対
す
る
見
解
に
従
え
ぱ
、
谷
崎
の
久
々
の
歴
史
小
説
で

あ
る
と
こ
ろ
に
、
た
お
間
題
意
識
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
は
、
そ
こ
で
ま
ず
こ
の
小
説
が
発
表
さ
れ
た
戦
後
の
位
置
に
戻
り
、
併

せ
て
典
拠
の
穿
襲
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
谷
崎
が
新
聞
の
連
載
移
式
に
提
出
し

た
創
作
の
意
図
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二
、
戦
後
の
新
聞
小
説
で
の
立
置
付
げ

　
「
少
将
滋
幹
の
母
」
は
、

朝
の
出
来
事
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

　
「
あ
の
名
高
い
色
好
み
の
竿
中
」
に
始
ま
る
平
安

た
る
べ
く
多
く
の
関
連
し
た
文
献
資
料
で
と
り
結
ぽ



う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
余
り
に
人
物
に
っ
い
て
断
片
に
過
ぎ
る
古
典
の
記
述

を
、
充
分
補
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
谷
崎
が
古
典
に
求
め
た
の

は
、
む
し
ろ
調
べ
た
う
え
で
言
い
尽
く
さ
れ
る
よ
う
な
事
柄
で
は
な
か
っ
た
。

　
そ
の
あ
た
り
の
小
説
の
起
稿
事
情
が
窺
え
る
も
の
に
は
、
戦
後
谷
時
の
助
手

と
な
っ
た
、
榎
克
朗
の
述
懐
が
あ
る
。
そ
の
述
懐
に
よ
る
と
、
昭
和
二
一
二
年
九

月
一
六
日
、
そ
の
頃
京
都
・
南
禅
寺
塔
頭
、
真
乗
院
を
仕
事
都
屋
に
し
て
い
た

谷
崎
は
、
初
め
て
訪
間
し
た
榎
に
、
『
続
群
書
類
従
』
「
世
継
物
語
」
の
一
節
を

示
し
な
が
ら
、
「
老
大
紬
言
と
ま
だ
う
ら
若
い
北
の
方
と
の
間
に
、
子
供
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
◎

っ
た
か
無
か
っ
た
か
」
、
至
急
そ
の
確
認
を
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
こ
の
こ
と

が
、
小
説
の
下
調
べ
の
最
初
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
池
田
勉
の
先
の
論
考
に
よ
れ
ぱ
、
こ
の
小
説
の
主
筋
は
、
「
今
昔
物
語
集
」

巻
三
〇
「
干
定
文
本
院
侍
從
ヲ
像
借
ス
ル
語
」
第
一
か
ら
、
巻
二
二
「
時
平
大

臣
、
國
経
大
納
言
ノ
妻
ヲ
取
ル
語
」
第
八
お
よ
び
、
「
世
継
物
語
」
に
話
の
原

典
を
と
り
、
そ
れ
を
「
平
中
物
語
」
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
「
十
訓
抄
」
等
で
補
綴

し
て
い
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
こ
と
か
ら
、
谷
崎
が
求
め
よ
う

と
し
た
も
の
は
、
榎
の
回
想
よ
り
、
北
の
方
奪
取
事
件
を
背
景
に
し
て
、
説
話

に
何
ら
詳
し
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
、
国
経
の
妻
と
子
、
「
尊
卑
分
脈
」
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

「
滋
轄
母
筑
前
守
在
原
棟
梁
女
」
の
母
子
に
、
空
想
の
筆
を
加
え
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
谷
崎
の
こ
の
姿
勢
は
、
新
聞
連
載
に
当
っ
て
記
さ
れ

た
、
「
少
将
滋
幹
の
母
作
者
の
言
葉
」
の
、
次
の
一
文
で
も
確
認
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎
「
少
将
滋
幹
の
母
」
論

で
き
る
。

　
　
要
す
る
に
私
は
、
た
る
た
け
史
實
の
尊
巖
を
冒
さ
た
い
や
う
に
し
た
が
ら
、
記
録
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
不
備
た
隙
間
を
求
め
て
自
分
の
世
界
を
繰
り
ひ
ろ
げ
よ
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
こ
の
歴
史
小
説
は
、
昭
和
一
〇
年
の
「
聞
書
抄
（
第
二
盲
目
物
語
）
」
以
来

十
四
年
の
隔
り
を
経
て
、
戦
後
に
新
聞
連
載
の
形
式
が
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
思
い
併
せ
れ
ぱ
、
谷
崎
が
歴
史
小
説
に
っ
い
て
の
考
え
か
ら
、
戦

後
の
新
聞
の
状
況
に
白
作
の
発
表
を
配
慮
し
た
こ
と
も
、
作
品
を
理
解
す
る
手

掛
り
と
な
ろ
う
。

　
こ
こ
で
若
干
、
戦
後
の
新
聞
小
説
に
つ
い
て
概
観
し
て
置
き
た
い
。
共
同
通

信
の
佐
久
間
克
巳
は
戦
後
を
振
り
返
り
、
新
聞
文
化
欄
が
「
戦
後
観
念
派
か
ら

　
　
　
　
　
　
＠

生
活
派
へ
の
移
行
」
と
い
う
動
き
を
持
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
小
説
欄

に
つ
い
て
は
、
「
石
川
、
石
坂
、
大
佛
の
三
作
家
を
、
朝
、
毎
、
讃
三
杜
で
タ

ラ
イ
回
し
均
に
ー
起
用
、
吉
川
英
治
、
舟
橋
聖
一
、
丹
羽
文
雄
、
邦
枝
完
二
級
が
、

一
、
二
年
前
の
新
人
起
用
の
傾
向
と
逆
に
。
、
（
中
賂
）
最
近
、
　
一
つ
の
安
定
馳

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

を
持
つ
に
至
っ
て
い
る
。
」
と
い
う
、
大
ま
か
た
傾
向
を
提
え
て
い
る
。

　
こ
の
終
戦
か
ら
し
ぱ
ら
く
の
時
期
は
、
新
聞
の
解
放
と
自
由
化
の
過
渡
期
に
。

あ
り
、
「
少
将
滋
幹
の
母
」
が
発
表
さ
れ
た
昭
和
二
四
年
後
半
は
、
や
っ
と
最

終
的
な
検
閲
で
あ
る
事
後
検
閲
が
廃
止
さ
れ
た
が
ら
、
た
お
用
紙
配
給
量
の
制

限
を
受
げ
た
、
日
刊
一
本
立
て
の
時
期
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
で
の
新
聞
小
説
に
つ
い
て
、
日
本
新
聞
協
会
の
友
沢
秀
爾
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎
「
少
将
滋
幹
の
母
」
論

「
頁
数
が
少
い
と
こ
ろ
か
ら
精
選
主
義
と
な
り
、
各
杜
と
も
良
い
作
品
を
と
い

う
点
で
の
み
苦
心
し
た
。
（
中
略
）
新
聞
小
読
は
、
新
聞
が
賢
れ
る
た
め
に
大

向
を
う
な
ら
す
て
い
の
際
物
か
ら
、
新
聞
の
格
を
保
つ
た
め
の
も
の
に
、
徐
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

に
で
は
あ
る
が
移
つ
て
ゆ
く
氣
配
が
感
じ
ら
れ
て
い
た
。
」
と
回
想
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
昭
和
二
四
年
当
時
、
新
聞
小
説
が
多
分
に
文
学
的
な
一
時
期
を

担
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
昭
和
二
四

年
一
〇
月
一
日
付
で
発
表
さ
れ
た
、
毎
日
新
聞
杜
大
阪
本
杜
の
世
論
調
査
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
「
新
聞
に
何
を
望
む
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
戦
後
初
め
て
、

読
者
の
新
聞
の
受
げ
止
め
方
を
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
あ
な
た
は
ど
ん
な
記
事
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
で
は
、

男
性
の
小
説
に
対
す
る
関
心
が
十
五
位
中
十
三
位
、
女
性
側
の
関
心
が
十
五
位

中
二
位
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
運
載
小
説
は
読
ま
れ
る
か
」
と
い
う
識
者
の
意

見
の
場
で
は
、
男
性
側
か
ら
、
「
読
む
気
は
し
た
い
、
新
し
い
ジ
ャ
ソ
ル
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
を
痛
感
す
る
」
と
い
う
意
見
、
女
性
側
か
ら
は
、
「
女
の
人

の
中
に
は
新
聞
の
来
る
の
を
待
つ
て
い
て
、
ま
ず
小
説
か
ら
読
む
人
が
あ
る
、

時
間
の
あ
る
人
し
か
読
ま
な
い
と
い
う
こ
と
に
た
る
」
と
い
う
意
見
が
取
り
交

わ
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
世
論
調
査
の
場
が
設
げ
ら
れ
た
こ
と
自
体
、
自
由
化
を
受
け
た
新
聞
が
、

自
主
的
に
読
者
の
要
求
を
選
択
し
て
記
事
面
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
模
索
し
た
も

の
で
あ
る
。
従
っ
て
小
説
欄
で
も
、
読
者
の
興
味
の
多
様
化
に
任
せ
る
ま
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

は
な
く
、
む
し
ろ
特
定
の
読
者
向
き
と
な
っ
て
も
、
何
ら
か
の
関
心
を
引
き
付

げ
な
い
で
は
措
か
な
い
、
或
る
テ
ー
マ
を
持
っ
た
中
堅
の
作
家
が
起
用
さ
れ
た

傾
向
に
あ
る
。
　
「
少
将
滋
幹
の
母
」
が
掲
載
さ
れ
た
前
後
の
「
毎
日
新
聞
」
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

説
欄
は
、
左
記
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

戦
後
の
「
毎
目
新
聞
」
小
説
欄

題
　
　
名

作
　
　
者

挿
絵
画
家

開
始
年
月
日

終
結
年
月
日

回
数

丹
前
屏
風

大
仏
次
郎

江
崎
孝
坪

０
　
　
　
　
４
・
Ｏ
）
●
ｎ
Ｚ
　
　
　
　
１
↓

０
　
　
０
●
２
，
１

５
●
２

４
２

う
ず
潮

林
　
芙
美
子

硲
　
伊
之
介

２
２
・
８
・
１

２
２
・
ｎ
・
２
４

５
１
１

人
問
模
様

丹
羽
文
雄

川
端
　
　
実

２
２
・
１
１
・
２
５

２
３
・
４
・
１
４

０
４
１

帰

郷

大
仏
次
郎

中
西
利
雄

３
　
　
　
　
７
・
一
Ｌ
０
・
ｎ
Ｚ
　
　
　
　
１
１

ｏ
０
　
　
１
■
●
２
　
　
１

８
●
１

４
８
１

て
ん
や
わ
ん
や

獅
子
文
六

宮
田
重
雄
石
川
達
三
宮
本
三
郎

０
０
　
１
・
一
　
〇
ｕ
●
　
　
　
　
　
●
ｎ
Ｚ
　
　
１
・
一
　
１
・
一

２
４
・
４
・
１
５

０
４
１

風
に
そ
よ
ぐ
葦

２
４
・
４
・
１
６

４
　
　
１
●
２
　
　
１
１

５
●
１

２
１

２

少
将
滋
幹
の
母

谷
崎
潤
一
郎

小
倉
遊
亀

４
　
　
１
・
一
　
（
ｏ
●
　
　
　
　
　
●
何
ｚ
　
１
　
　
１

２
５
・
２
・
９

４
８

火
の
鳥

川
口
松
太
郎

岩
田
専
太
郎

２
５
・
２
・
１
０

５
２

・
７
‘
・
Ｏ
）

０
５
１

美
貌
の
海

舟
橋
聖
一

（
夕
刊
）

高
沢
圭
一

２
４
・
１
２
・
１

２
５
・
８
・
１
０

２
５

２

風
に
そ
よ
ぐ
葦

１
続
編
１

石
川
達
三
宮
本
三
郎

Ｆ
ｏ
　
　
　
　
０
・
７
１
・
９
一
　
　
　
１

２
６
・
３
・
１
０

２
４

２

お
ぼ
ろ
駕
籠

大
仏
次
郎

（
夕
刊
）

岩
田
専
太
郎

２
５
・
８
・
ｕ

２
６
・
２
・
１
８

９
８
１

赤
道
祭

火
野
葦
平

向
井
潤
吉
２
６
・
３
・
ｕ

２
６
・
８
・
１
９

２
６
１

あ
ぱ
れ
漿
斗

土
師
清
二

（
夕
刊
）

岩
田
専
太
郎

２
６
・
２
・
２
０

２
６
・
８
・
９

７
５
１



　
た
だ
、
小
説
欄
の
文
学
的
傾
向
は
、
昭
和
二
四
年
一
二
月
に
夕
刊
の
復
活
を

迎
え
て
、
大
き
な
転
機
を
遂
げ
る
。
新
聞
は
自
由
競
争
の
時
代
に
入
り
、
各
杜

と
も
夕
刊
新
聞
欄
は
杜
の
商
業
政
策
に
迎
合
し
た
、
「
ま
げ
も
の
」
ば
や
り
の

通
俗
的
な
現
象
を
来
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
毎
目
新
聞
」
が
最
初
に
－
谷
崎
の
連
載
物
を
表
明
し
た
の
は
、
連
載
に
先
立

つ
一
年
も
前
の
、
昭
和
二
三
年
一
一
月
一
日
で
あ
っ
た
。
「
本
杜
が
お
く
る
新

企
董
」
と
題
す
る
杜
告
に
は
、
次
に
獅
子
文
六
の
小
説
を
控
え
た
が
ら
も
「
谷

崎
潤
一
郎
氏
の
新
作
」
と
し
て
、
構
想
の
段
階
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。　

野
村
尚
吾
に
よ
れ
ぱ
、
「
最
初
は
、
『
武
州
公
秘
話
』
の
続
篇
の
よ
う
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

を
書
き
た
い
と
い
う
話
だ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
企
画
の
段
階
で
、

杜
は
小
説
の
題
名
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
谷
崎
は
、
歴

史
小
説
を
新
聞
連
載
の
形
式
で
発
表
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
読
者
の
前
に
題
名
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
次
の
企
画
広
告
が
、
翌
二

四
年
一
月
一
日
付
「
初
春
に
贈
る
新
企
董
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
谷
崎
氏

の
『
少
将
滋
幹
の
母
』
」
と
題
し
て
、
小
説
の
内
容
も
併
せ
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
こ
と
に
「
完
成
を
ま
つ
て
本
紙
に
連
載
の
予
定
で
す
」
と
の
但
し
書
き
は

留
意
し
て
よ
い
。

　
先
の
企
画
で
、
構
想
の
段
階
か
ら
連
載
の
予
定
を
読
者
の
前
に
表
明
し
た
り
、

今
回
の
企
画
で
、
事
前
の
完
結
が
連
載
を
始
め
る
条
件
で
あ
る
な
ど
、
過
去

　
　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎
「
少
将
滋
幹
の
母
」
論

　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

「
蓼
喰
ふ
虫
」
が
休
載
を
折
六
続
げ
な
が
ら
完
結
し
、
「
夏
菊
」
の
病
気
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

中
絶
、
「
聞
書
抄
」
の
長
期
休
載
を
経
験
し
て
い
る
毎
目
新
聞
杜
は
、
谷
崎
の

遅
筆
を
熟
知
し
た
う
え
で
、
な
お
こ
の
小
説
に
対
し
て
も
寛
容
の
態
度
を
示
し

て
い
る
。

　
こ
れ
は
谷
崎
に
限
ら
ず
、
前
掲
の
小
説
欄
の
表
を
み
て
も
、
あ
る
程
度
作
家

の
堅
実
な
回
転
を
利
か
せ
て
い
る
よ
う
で
、
「
風
に
そ
よ
ぐ
葦
」
に
っ
い
て
は
、

前
・
後
篇
に
分
げ
て
長
篇
化
を
認
め
て
い
る
な
ど
、
そ
の
点
で
は
こ
の
時
期
の

小
説
欄
の
特
徴
が
あ
り
、
一
方
で
は
杜
の
性
格
に
よ
る
も
の
だ
と
も
判
断
で
き

る
。　

と
こ
ろ
で
、
　
「
少
将
滋
幹
の
母
」
の
連
載
が
事
前
の
完
結
を
条
件
に
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
昭
和
三
〇
年
二
月
一
五
日
、
　
「
朝
目
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た

「
『
蓼
喚
ふ
虫
』
を
書
い
た
こ
ろ
の
こ
と
」
と
い
う
、
談
話
に
注
目
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
こ
に
は
、
老
年
に
及
ん
で
、
新
聞
小
説
の
執
筆
態
度
の
変
化
し
た

こ
と
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
「
蓼
喰
ふ
虫
」
は
　
　
本
稿
筆
者
注
）
そ
の
日
の
出
た
と
こ
勝
負
で
筆
を
進
め
て

行
き
（
中
略
）
巧
い
工
合
に
ち
ゃ
ん
と
ま
と
ま
る
と
い
う
自
信
が
あ
り
、
　
（
中
略
）

だ
ん
だ
ん
老
年
に
な
る
に
及
ん
で
私
は
用
心
深
く
な
り
、
末
尾
に
至
る
ま
で
十
分
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

を
練
っ
て
か
ら
で
た
け
れ
ぱ
筆
を
執
る
こ
と
が
出
来
た
く
な
っ
た
。

　
こ
の
回
想
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
谷
崎
の
戦
後
の
新
聞
連
載
は
、
日
を
追
っ

て
執
筆
す
る
と
い
う
、
通
常
の
や
り
方
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎
「
少
将
滋
幹
の
母
」
論

こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
、
再
び
戦
後
「
毎
日
」
の
小
説
欄
の
表
を
回
数
の
面
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

み
れ
ぱ
、
谷
崎
の
場
合
、
他
の
新
聞
小
説
に
比
べ
て
極
端
に
連
載
回
数
が
少
た

い
こ
と
に
気
づ
く
。

　
一
般
的
た
分
量
の
傾
向
に
つ
い
て
、
佐
久
問
克
巳
は
、
「
戦
後
三
、
四
年
の

間
は
テ
ソ
ポ
が
早
く
百
回
乃
至
百
二
十
回
で
回
転
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
最
近

で
は
次
第
に
長
く
た
り
、
（
中
略
）
『
佐
々
木
小
次
郎
』
は
三
百
回
と
予
定
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

（
中
略
）
今
後
は
長
篇
大
作
が
現
わ
れ
る
の
で
は
た
い
か
と
予
想
さ
れ
る
。
」
と
、

述
べ
て
い
る
。

　
確
か
に
戦
後
の
新
聞
小
説
は
、
　
「
毎
目
」
の
場
合
二
百
回
前
後
へ
の
長
篇
化

の
様
相
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
比
べ
て
、
谷
崎
の
今
回
の
小
説
は
、
過
去
に

完
結
し
た
「
蓼
喰
ふ
虫
」
全
八
三
回
、
「
聞
書
抄
」
七
三
回
と
ほ
惇
変
わ
り
の

た
い
、
八
四
回
で
あ
る
。
戦
後
の
新
聞
小
説
の
中
で
、
谷
崎
の
中
篇
と
い
っ
て

も
良
い
執
筆
の
分
量
と
、
執
筆
事
情
の
例
外
さ
は
、
む
し
ろ
谷
崎
が
新
聞
を
白

作
の
構
想
を
実
現
す
る
場
と
考
え
る
う
え
で
、
特
別
な
意
味
が
あ
っ
た
と
仮
定

で
き
る
。

三
、
谷
崎
の
新
聞
小
説
観

　
谷
崎
が
新
聞
小
説
に
つ
い
て
戦
後
に
直
接
触
れ
た
意
見
は
、
前
出
の
「
『
蓼

喰
ふ
虫
』
を
書
い
た
こ
ろ
の
こ
と
」
に
し
か
窺
わ
れ
な
い
。
元
来
遅
筆
が
禍
し

て
、
毎
目
を
追
う
連
載
を
谷
崎
は
苦
手
と
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
「
蓼
喰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

ふ
虫
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
談
話
に
窺
え
る
よ
う
に
、
終
生
好
印
象
を
抱
い
て

い
た
。
谷
崎
は
、
そ
の
理
由
を
「
楢
重
君
の
素
晴
ら
し
い
さ
し
絵
に
励
ま
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

つ
つ
書
き
つ
づ
げ
て
行
っ
た
」
お
か
げ
だ
と
し
て
い
る
。

　
谷
崎
に
は
過
去
、
こ
の
談
話
と
同
趣
旨
の
感
想
を
述
べ
た
文
章
が
あ
る
。
昭

和
八
年
二
月
九
目
か
ら
三
日
間
、
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
文
芸
欄
に
連
載
さ
れ
た
、

「
新
聞
小
説
を
書
い
た
経
験
」
と
い
う
随
筆
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
谷
崎

が
後
悔
す
る
羽
目
に
な
る
の
を
承
知
で
、
新
聞
小
説
を
引
き
受
げ
て
し
ま
う
理

由
は
、
「
一
麗
に
、
雑
誌
の
創
作
欄
の
讃
者
は
主
に
文
學
青
年
で
あ
る
の
に
反
し
、

新
聞
は
讃
者
暦
が
廣
い
か
ら
、
ど
う
い
ふ
所
に
隠
れ
た
理
解
者
が
ゐ
な
い
と
も

　
　
　
ゆ

限
ら
た
い
」
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
批
評
家
的
で
あ
る
雑
誌
の
読
者

よ
り
も
、
新
聞
の
幅
広
い
読
老
層
の
う
ち
に
、
自
作
を
愛
読
し
て
く
れ
る
人
を

得
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
先
例
と
し
て
、
夏
目
漱
石
が
往
年
文
壇
で
は
敬
遠
さ
れ
な
が
ら
も
、
新

聞
に
よ
っ
て
大
を
成
し
た
こ
と
を
引
い
た
う
え
で
、
新
聞
小
説
の
場
が
「
『
大

人
の
譲
む
文
學
』
を
書
く
の
に
適
す
る
や
う
た
氣
が
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
も

述
べ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
谷
崎
の
新
聞
に
対
す
る
姿
勢
が
、
　
「
少
将
滋
幹
の
母
」
に
も
通
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

す
る
も
の
と
判
断
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
意
見
に
反
映
し
た
「
乱
菊
物
語
」
と

の
共
通
性
を
求
め
て
お
き
た
い
。
「
乱
菊
物
語
」
の
創
作
姿
勢
は
、
「
大
衆
小
説

乱
菊
物
語
は
し
が
き
」
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。



　
　
世
に
顯
は
れ
な
い
史
實
や
人
物
を
襲
揚
せ
ん
が
た
め
で
は
た
く
、
作
者
に
と
つ
て
や

　
　
や
自
由
た
る
空
想
の
蝕
地
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
（
中
略
）
多
少
は
歴
史
家
に
叱
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
を
い
は
れ
て
も
、
首
尾
よ
く
羽
根
を
伸
ぱ
し
切
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
ゐ
る
。

　
こ
の
谷
崎
の
言
葉
は
、
「
少
将
滋
幹
の
母
作
者
の
言
葉
」
の
表
明
と
、
共
通

項
で
括
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
す
る
に
、
谷
崎
の
歴
史
小
説
に
対
す
る
創
作
姿

勢
は
、
過
去
の
史
実
や
古
典
な
ど
を
用
い
て
、
自
分
の
空
想
を
導
き
出
そ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
乱
菊
物
語
」
は
、
大
衆
小
説
と
銘
打
た
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
大
正
．
昭

和
初
年
の
こ
ろ
か
ら
文
学
上
の
隆
盛
と
な
っ
た
、
大
衆
文
学
ブ
ー
ム
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
学
の
傾
向
は
、
大
正
一
五
年
一
月
の
「
大
衆
文
芸
」

の
創
刊
、
翌
昭
和
二
年
か
ら
の
平
凡
杜
版
『
現
代
大
衆
文
学
全
集
』
、
続
い
て

改
造
杜
版
『
現
代
目
本
文
学
全
集
』
な
ど
が
多
く
の
読
者
に
享
受
さ
れ
た
も
の

で
、
い
わ
ゆ
る
円
本
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
谷
崎
は
、
大
衆
文
学
の
流
行
と
普
及
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

中
で
た
だ
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
「
饒
舌
録
」
に
基
づ
い
た
小
説
の
質
的
な
方

向
を
見
定
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
「
大
衆
文
学
の
流
行
に
っ
い
て
」
と
い
う
随

筆
で
は
、
そ
の
明
確
な
小
説
観
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
大
衆
文
學
と
云
ふ
一
言
葉
は
近
頃
に
出
來
た
の
だ
が
、
事
實
は
今
に
始
ま
つ
た
こ
と
で

　
　
は
な
い
。
（
中
略
）
紅
葉
や
鏡
花
の
作
品
の
如
き
は
、
西
鶴
近
松
の
そ
れ
と
共
に
大

　
　
衆
向
き
で
あ
り
、
純
粋
に
日
本
の
小
読
道
の
本
流
を
受
げ
纏
い
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　
　
も
し
告
白
小
誘
や
心
境
小
読
を
以
て
高
級
と
云
ふ
た
ら
ぱ
、
　
（
中
略
）
さ
う
云
ふ
も

　
　
の
は
決
し
て
小
読
の
本
流
で
は
な
い
と
私
は
考
へ
る
。
小
読
と
云
ふ
も
の
は
、
矢
張

　
　
り
徳
川
時
代
の
や
う
に
大
衆
を
相
手
に
し
、
結
構
あ
り
、
布
局
あ
る
物
語
で
あ
る
べ

　
　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎
「
少
将
滋
幹
の
母
」
論

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
き
が
木
來
だ
と
思
ふ
。

　
こ
の
「
大
衆
を
相
手
に
し
、
結
構
あ
り
、
布
局
あ
る
物
語
」
の
源
流
は
、
さ

ら
に
「
直
木
君
の
歴
史
小
説
に
つ
い
て
」
と
い
う
評
論
で
、
「
歴
史
的
著
述
」

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
現
実
を
尊
重
す
る
「
西
欧
流
の
篤
實
主
義
」

に
対
し
て
、
　
「
歴
史
物
」
を
次
の
よ
う
な
認
識
か
ら
「
正
系
の
文
撃
」
に
捉
え

直
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
封
建
時
代
の
常
識
に
従
へ
ぱ
、
（
中
略
）
日
常
市
井
の
出
來
事
を
扱
つ
た
も
の
は
最

　
　
も
卑
し
く
、
そ
れ
に
。
比
べ
れ
ぱ
歴
史
の
背
景
を
持
つ
た
物
語
、
た
と
へ
ぱ
馬
琴
の
作

　
　
品
等
は
い
く
ら
か
品
が
い
二
の
で
あ
つ
た
。
　
（
中
略
）
時
代
が
下
れ
ぱ
下
る
ほ
ど

　
　
「
世
が
末
に
た
る
」
と
云
ふ
思
想
が
あ
り
、
教
養
あ
る
人
間
は
常
に
過
去
の
文
化
を

　
　
憧
槻
し
、
努
め
て
そ
れ
に
倣
は
う
と
し
た
。
斯
様
に
現
代
を
蔑
覗
す
る
傾
向
は
東
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
人
の
通
性
で
（
中
略
）
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。

　
こ
の
見
解
は
、
　
「
歴
史
物
を
『
大
衆
文
學
』
と
構
し
て
邪
道
扱
ひ
」
し
た
ま

ま
、
通
俗
た
も
の
に
置
い
て
顧
み
た
い
文
学
の
傾
向
に
反
駁
し
た
も
の
で
あ
る
。

戦
後
の
文
学
に
お
い
て
も
、
過
去
の
歴
史
物
が
捨
て
て
顧
み
ら
れ
な
い
現
状
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
谷
崎
の
こ
の
創
作
姿
勢
が
一
貫
し
て
い
る
こ
と
も
、
想
像
に

難
く
た
い
。
戦
後
の
文
学
の
状
況
は
、
具
体
的
に
昭
和
二
三
年
一
二
月
五
日
付
、

「
朝
日
新
聞
」
（
東
京
版
）
紙
上
の
コ
ラ
ム
、
「
無
題
」
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
は
、
既
に
忘
れ
去
ら
れ
た
馬
琴
の
、
百
年
忌
の
こ
と
が
話
題
に
の
ぽ
っ

て
い
る
。

　
　
さ
る
十
一
月
六
日
は
嘉
永
元
年
八
十
二
の
長
毒
で
死
ん
だ
「
八
犬
樽
」
の
作
者
馬
琴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎
「
少
将
滋
幹
の
母
」
論

　
　
の
満
百
年
で
あ
つ
た
。
（
中
略
）
蓼
文
学
界
、
文
蟄
の
方
で
た
に
か
記
念
の
企
画
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
ら
い
あ
り
そ
う
に
（
中
略
）
期
待
し
て
い
た
が
、
事
実
は
何
事
も
聞
え
ず
、
完
全
に

　
　
忘
れ
ら
れ
た
人
と
し
て
過
ぎ
て
し
ま
つ
た
。
今
ご
ろ
馬
琴
を
と
い
う
の
か
も
知
れ
な

　
　
い
。
（
中
略
）
偉
大
な
る
フ
ィ
ク
シ
ヨ
ソ
作
家
と
し
て
、
（
中
略
）
少
く
と
も
馬
琴
を

　
　
越
え
て
進
む
た
め
に
、
馬
琴
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の
は
い
く
ら
で
も
あ
る
は
ず
だ
。
北

　
　
斎
は
本
年
盛
大
に
記
念
さ
れ
た
。

　
コ
ラ
ム
の
筆
者
は
、
戦
後
の
文
学
上
、
も
は
や
江
戸
時
代
の
読
本
に
み
る
よ

う
た
、
歴
史
物
の
伝
統
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
谷
崎
は

こ
の
時
点
で
、
既
に
新
聞
小
説
の
連
載
を
考
え
て
お
り
、
「
少
将
滋
幹
の
母
作

者
の
言
葉
」
の
冒
頭
で
は
、
馬
琴
の
「
南
総
里
見
八
犬
伝
」
第
一
回
を
引
き
合

い
に
出
し
て
い
る
。
「
八
犬
伝
」
に
つ
い
て
架
空
の
話
に
注
目
し
、
馬
琴
の
発

想
の
自
由
さ
に
触
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
「
少
将
滋
幹
の
母
」
が
、
馬
琴
の
読
本
彩
式
を
意
識
し
て
創
作
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
す
る
た
め
に
、
馬
琴
の
創
作
態
度
と
の
関
連
を
み

て
お
き
た
い
。
「
八
犬
伝
第
二
輯
自
序
」
で
は
、
馬
琴
の
心
境
が
、
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ヲ

　
稗
官
新
奇
之
談
。
嘗
含
二
畜
作
者
胸
臆
↓
初
孜
二
索
種
次
因
果
↓

　
　
　
　
ニ
シ
テ
ル
ト
キ
ヲ
　
　
ト
シ
テ
ラ
　
　
　
ー
’

　
（
中
略
）
既
　
而
得
レ
意
。
則
栩
々
然
独
自
楽
。
視
二
人
之
所
ヲ
未
レ
見
。

　
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
シ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
ル
■
　
　
　
　
　
セ

　
識
二
人
之
所
ヲ
未
レ
知
。
而
治
乱
得
失
。
莫
レ
不
二
敢
載
一
焉
。
世
態
情
致
。

　
　
シ
ル
「
　
　
　
　
　
　
　
　
享
　
昌
　
ス
＠

　
莫
レ
不
二
敢
写
一
焉
。
排
纂
稽
久
。
卒
成
レ
冊
。

　
こ
こ
に
窺
わ
れ
る
馬
琴
の
創
作
姿
勢
は
、
古
典
に
忠
実
で
あ
っ
て
、
自
分
の

思
い
を
架
空
に
満
た
す
こ
と
が
語
ら
れ
て
お
り
、
　
「
少
将
滋
幹
の
母
作
者
の
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

葉
」
に
窺
わ
れ
る
谷
崎
の
創
作
姿
勢
に
、
全
く
通
じ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

そ
こ
で
、
読
本
の
移
式
に
も
触
れ
て
お
げ
ぱ
、
馬
琴
は
「
玄
同
放
言
」
巻
三

「
詰
二
金
聖
歎
一
」
に
、
明
確
な
小
説
観
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
依
る
と
、
「
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

識
戯
文
の
巧
拙
取
捨
は
、
論
じ
得
て
こ
二
に
憲
せ
り
」
と
し
て
、
中
国
の
小
説

観
の
み
え
る
「
五
雑
姐
」
巻
－
一
五
事
部
三
を
取
り
挙
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
一
一
　
　
　
セ
ノ
モ
テ
　
ニ
’
ト
ル
■
モ
　
　
‘
’

　
小
読
野
－
狸
諸
－
書
稗
官
所
レ
不
レ
載
者
雄
二
極
幻
－
妄
無
ヲ
當
然
亦
有
ニ

　
　
　
　
セ
ｏ
・
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ス
ル
「
　
ノ
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
至
－
撃
存
焉
如
二
水
瀞
傳
一
無
レ
論
巳
（
中
略
）
凡
爲
二
小
読
及
雑
－
劇
戯

　
　
ワ
ク
　
　
ス
ニ
ス
　
　
ノ
ト
ス
　
‘
’
■
■

　
文
一
須
二
是
虚
實
相
－
牛
芳
爲
二
涛
－
戯
三
－
昧
之
筆
赤
要
二
情
－
景
造
レ
極

　
　
　
ム
「
ヲ
　
　
モ
　
一
　
　
　
ワ
＠

　
而
止
一
不
三
必
問
二
其
有
－
無
一
也

　
こ
の
馬
琴
が
と
っ
た
中
国
の
小
説
彩
式
は
、
正
史
と
異
な
り
と
る
に
足
り
た

い
史
実
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
妄
言
が
含
ま
れ
、
そ
れ
で
い
て
道
理
が
備
わ
っ

た
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
作
法
は
、
「
虚
實
相
牛
」
す
る
話

の
構
成
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
も
の
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
「
少

将
滋
幹
の
母
」
は
、
文
字
通
り
前
半
が
古
典
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
「
實
」
、

後
半
が
「
滋
幹
の
目
記
」
に
よ
る
「
虚
」
と
当
て
嵌
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
、

読
本
延
い
て
は
中
国
の
小
説
観
を
意
識
し
た
小
説
彩
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　
た
だ
、
馬
琴
と
谷
崎
で
は
、
小
説
形
式
の
認
識
面
で
共
通
性
が
持
て
て
も
、

小
説
観
に
は
相
違
す
る
点
が
あ
る
こ
と
も
、
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
。
「
水
瀞
伝
」
に
つ
い
て
、
馬
琴
は
「
玄
同
攻
言
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に



評
し
て
い
る
。

　
　
大
約
小
説
は
、
勧
懲
を
宗
と
せ
し
も
の
な
ら
ざ
れ
ぱ
、
弄
ぶ
に
。
足
ら
ず
。
水
滞
傳
は
、

　
　
小
調
の
巨
撃
に
し
て
、
今
古
に
敵
手
た
け
れ
共
、
今
に
論
議
の
多
か
る
は
、
勘
懲
に

　
　
　
　
　
　
＠

　
　
遠
け
れ
ぱ
な
り

　
谷
崎
の
場
合
は
、
「
『
つ
ゆ
の
あ
と
さ
き
』
を
読
む
」
に
お
い
て
、
馬
琴
と
違

い
肯
定
的
に
受
げ
と
め
て
理
解
し
て
い
る
。

　
　
「
水
瀞
樽
一
の
作
者
が
綿
々
と
し
て
同
じ
や
差
人
物
と
事
件
と
を
後
か
ら
く
と

　
　
繰
り
出
し
て
行
く
あ
く
ど
い
迄
の
丹
念
さ
（
中
略
）
虚
無
を
樂
し
む
人
で
な
げ
れ
ぱ

　
　
あ
上
迄
大
が
二
り
な
空
中
棲
閣
は
築
げ
な
い
。
（
中
略
）
人
生
を
描
篤
す
る
に
方
つ

　
　
て
、
人
問
性
の
内
面
よ
り
も
外
面
の
動
き
に
注
意
を
向
げ
、
個
人
六
六
を
一
つ
の
ユ

　
　
ニ
ツ
ト
（
軍
位
）
と
し
て
、
そ
れ
ら
が
醸
し
出
す
事
件
の
波
潤
の
方
へ
重
き
を
置
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
た
こ
と
は
（
目
本
の
作
家
と
　
　
本
稿
筆
者
注
）
軌
を
一
に
し
て
ゐ
る
。

　
馬
琴
は
小
説
に
勧
善
懲
悪
の
道
徳
理
念
を
求
め
た
の
に
対
し
、
谷
崎
は
「
人

生
を
描
篤
す
る
」
手
段
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
馬
琴
と
は
求
め
る
も
の
の
違

い
は
あ
っ
て
も
、
谷
崎
は
、
読
本
の
特
徴
が
「
東
洋
風
な
純
客
観
的
の
物
語
」

彩
式
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
捉
え
、
自
作
を
発
表
す
る
う
え
で
有
効
た
方
法
で
あ

る
と
判
断
し
た
形
跡
が
あ
る
。

　
「
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
」
で
馬
琴
は
、
　
「
文
を
旨
と
し
て
、
　
一
巻
に

さ
し
藷
一
二
張
あ
る
冊
子
は
、
必
ず
讃
む
へ
き
物
な
れ
は
、
雷
本
に
錐
へ
て
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

み
本
と
、
い
ひ
な
ら
は
し
た
り
」
と
、
述
べ
て
い
る
。
「
少
将
滋
幹
の
母
序
文
」

に
は
、
「
最
初
か
ら
、
新
聞
の
時
の
挿
繕
全
部
を
も
う
一
度
用
ひ
て
他
目
こ
れ

　
　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎
「
少
将
滋
幹
の
母
」
論

を
軍
行
本
に
す
る
計
蕾
で
あ
つ
た
。
」
と
、
書
か
れ
て
お
り
、
谷
崎
が
読
本
の

形
式
を
白
作
に
応
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。

　
ま
た
こ
の
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
の
庶
民
を
対
象
に
し
た
読
本
の
性
格
を
思

い
併
せ
れ
ぱ
、
新
聞
の
小
説
欄
は
、
大
衆
を
相
手
に
谷
崎
が
自
作
を
発
表
す
る

う
え
で
、
格
好
の
場
で
あ
っ
た
と
も
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
戦
時
中
、

谷
崎
は
思
想
統
制
下
に
教
導
の
道
具
と
た
り
下
っ
た
新
聞
を
自
作
の
発
表
の
場

と
し
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
戦
後
、
第
一
作
の
発
表
を
新
聞
の
場
に
確
保
し

た
の
は
、
新
聞
が
大
衆
の
た
め
の
「
公
器
」
と
し
て
、
自
主
性
を
回
復
し
た
か

ら
だ
と
も
言
え
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
少
将
滋
幹
の
母
」
は
、
戦
後
の
新
聞
小
説
で
あ
る
こ

と
に
、
谷
崎
な
り
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
衆
の
た
め
の
歴
史
小

説
を
正
系
と
し
た
、
谷
崎
の
一
貫
し
た
小
説
観
が
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
客

観
的
な
描
写
を
実
践
し
、
そ
こ
に
。
白
分
の
架
空
を
求
め
た
、
伝
統
的
た
物
語
形

式
の
小
説
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
注

　
○
底
本
は
、
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
愛
読
愛
蔵
版
』
全
三
〇
巻
、
昭
和
五
六
年
五
月
－

　
　
同
五
八
年
五
月
、
中
央
公
論
杜
と
す
る
。
「
少
将
滋
幹
の
母
」
は
、
第
一
六
巻
、
昭

　
　
和
五
七
年
八
月
に
所
載
さ
れ
て
い
る
。
注
に
示
し
た
章
段
、
連
載
回
数
は
、
初
出
の

　
　
新
聞
に
依
る
。

　
＠
　
玉
井
幸
助
「
少
将
滋
幹
の
母
」
（
風
巻
景
次
郎
・
吉
田
精
一
編
『
谷
崎
潤
一
郎
の

　
　
文
学
』
二
六
一
頁
、
昭
和
二
九
年
七
月
、
塙
書
房
。

　
＠
　
池
田
勉
「
『
少
将
滋
幹
の
母
』
の
典
拠
に
。
つ
い
て
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎
「
少
将
滋
幹
の
母
」
論

　
三
二
巻
第
二
号
、
昭
和
四
二
年
二
月
）
。

ゆ
　
初
出
は
、
『
少
将
滋
幹
の
母
』
昭
和
二
五
年
八
月
、
毎
日
新
聞
杜
、
全
集
第
二
三

　
巻
。

＠
　
佐
山
済
「
『
少
将
滋
幹
の
母
』
に
つ
い
て
１
そ
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
平
安
文
学
」

　
（
「
文
学
」
第
一
九
巻
第
六
号
、
昭
和
二
六
年
六
月
）
。

＠
　
伊
藤
整
「
解
説
」
（
『
新
書
版
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
第
二
七
巻
、
二
七
八
頁
、
昭
和

　
三
三
年
五
月
、
中
央
公
論
杜
）
。

＠
　
第
五
二
回
。

¢
荒
正
人
「
戦
後
問
題
作
の
展
望
」
（
「
文
芸
」
第
一
三
巻
第
一
八
号
く
増
刊
戦
後
問

　
題
作
全
集
Ｖ
昭
和
三
一
年
一
〇
月
）
な
お
、
こ
の
全
集
に
は
、
「
少
将
滋
幹
の
母
」

　
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ゆ
　
初
出
は
、
「
中
央
公
論
文
芸
特
集
」
第
九
号
、
昭
和
二
六
年
一
〇
月
。

＠
　
初
出
は
、
「
世
界
」
第
一
二
一
二
号
、
昭
和
三
一
年
三
月
。
前
掲
「
文
芸
」
に
お
い

　
て
、
初
出
年
月
を
昭
和
三
一
年
一
月
と
す
る
の
は
誤
り
。

＠
　
「
そ
の
一
の
一
」
、
第
一
回
。

＠
　
榎
克
朗
「
『
少
将
滋
幹
の
母
』
か
ら
『
新
訳
源
氏
物
語
』
へ
」
（
「
谷
崎
潤
一
郎
全

　
集
月
報
」
第
二
六
号
、
昭
和
四
三
年
二
一
月
）
。

＠
　
『
尊
卑
分
脈
』
第
二
篇
（
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
五
九
巻
、
一
五
一
頁
、
昭
和

　
四
一
年
八
月
、
吉
川
弘
文
館
）
。

＠
　
全
集
第
二
三
巻
。
初
出
は
、
「
毎
目
新
聞
一
（
大
阪
・
東
京
版
）
昭
和
二
四
年
一
月

　
三
日
第
四
面
。

ゆ
　
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
「
東
京
日
日
新
聞
一
（
夕
刊
）
昭
和
一
〇
年
一
月
五
日
－
六
月

　
一
五
目
連
載
。

＠
佐
久
間
克
巳
「
文
芸
欄
１
１
生
活
派
へ
の
移
行
」
（
『
昭
和
二
五
年
日
本
新
聞
年
鑑
』

　
七
一
頁
、
昭
和
二
四
年
一
一
月
、
杜
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
）
。

＠
佐
久
間
克
巳
「
小
説
欄
“
一
つ
の
安
定
点
へ
」
（
前
掲
『
昭
和
二
五
年
目
本
新
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
年
鑑
』
七
一
頁
）
な
お
こ
の
文
章
に
つ
い
て
は
、
（
一
九
四
九
・
七
・
三
）
の
日
付

　
が
あ
る
。

＠
友
沢
秀
爾
「
『
ま
げ
も
の
』
バ
ヤ
リ
と
新
聞
の
権
威
」
（
『
昭
和
二
六
年
日
本
新
聞

　
年
鑑
』
六
三
頁
、
昭
和
二
五
年
一
二
月
、
目
本
電
報
通
信
杜
）
。

＠
『
毎
日
新
聞
七
十
年
』
「
連
載
読
み
も
の
と
囲
碁
将
棋
」
五
一
〇
１
五
一
四
頁
、
昭

　
和
二
七
年
二
月
、
毎
日
新
聞
杜
参
照
。
な
お
、
作
者
・
挿
絵
画
家
名
は
併
記
し
、
夕

　
刊
の
復
活
に
よ
る
も
の
も
と
り
入
れ
た
。
収
表
は
戦
後
の
朝
刊
十
作
品
分
の
期
間

　
全
て
大
阪
・
東
京
版
共
に
連
載
期
間
は
同
じ
。

＠
　
野
村
尚
吾
「
曼
殊
院
界
隈
」
（
「
谷
崎
潤
一
郎
全
集
月
報
」
第
一
六
号
、
昭
和
四
三

　
年
二
月
）
。

ゆ
　
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
「
東
京
日
日
新
聞
」
（
夕
刊
）
昭
和
三
年
一
二
月
四
日
－
翌
四

　
年
六
月
一
八
日
連
載
。

ゆ
　
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
「
東
京
日
日
新
聞
」
（
夕
刊
）
昭
和
九
年
八
月
四
日
－
九
月
八

　
日
連
載
。
全
二
八
回
。

＠
休
載
に
つ
い
て
は
、
谷
崎
の
「
『
聞
書
抄
』
を
当
分
休
ま
せ
て
貰
ひ
ま
す
」
（
「
大

　
阪
毎
日
新
聞
」
夕
刊
、
昭
和
一
〇
年
四
月
一
六
日
第
一
面
）
な
る
一
文
が
あ
る
。

　
（
全
集
未
収
録
）

＠
　
全
集
三
二
巻
。
初
出
は
東
京
版
第
五
面
。

ゆ
　
大
仏
次
郎
の
「
丹
前
屏
風
」
が
、
終
戦
直
後
の
連
載
小
説
で
あ
り
、
二
四
回
と
異

　
様
に
短
い
。
こ
れ
は
用
紙
事
情
の
急
迫
の
た
め
中
止
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
二
〇

　
年
二
月
か
ら
二
二
年
七
月
ま
で
、
連
載
小
説
は
一
切
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
い
き
さ

　
っ
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
「
丹
前
屏
風
」
は
回
数
の
判
断
上
、
例
外
と
す
る
。

＠
　
佐
久
間
克
巳
「
小
説
欄
」
（
前
掲
『
昭
和
二
六
年
日
本
新
聞
年
鑑
』
六
一
頁
）
村

　
上
元
三
「
佐
々
木
小
次
郎
」
は
、
「
朝
日
新
聞
」
（
夕
刊
、
大
阪
・
東
京
版
共
）
昭
和

　
二
四
年
一
二
月
一
目
－
翌
二
五
年
一
二
月
三
一
日
連
載
。

ゆ
　
全
集
第
二
三
巻
。
「
櫓
重
君
」
と
は
、
小
出
櫓
重
の
こ
と
。



ゆ
「
新
聞
小
説
を
書
い
た
経
験
」
第
三
回
（
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
昭
和
八
年
二
月
一
一

　
目
第
七
面
、
全
集
未
収
録
）
。

＠
　
初
出
は
、
「
大
阪
・
東
京
朝
目
新
聞
」
（
夕
刊
）
昭
和
五
年
三
月
一
八
日
－
九
月
五

　
目
連
載
。

＠
　
全
集
第
二
三
巻
。
初
出
は
、
「
大
阪
・
東
京
朝
目
新
聞
」
昭
和
五
年
三
月
二
二
日

　
第
二
面
。

ゆ
初
出
は
、
「
改
造
」
第
九
巻
第
二
号
－
第
二
一
号
、
昭
和
二
年
二
月
－
一
二
月
連

　
載
。
こ
の
評
論
に
っ
い
て
は
、
芥
川
龍
之
介
（
「
文
芸
的
な
、
余
り
に
茎
云
的
た
ー

　
併
せ
て
谷
崎
潤
一
郎
氏
に
答
ふ
一
、
「
改
造
」
昭
和
二
年
四
月
－
八
月
連
載
）
と
の
、

　
「
話
ら
し
い
話
の
あ
る
小
説
」
論
争
が
あ
る
。
「
乱
菊
物
語
」
と
の
関
連
は
、
野
口
武

　
彦
「
宝
と
し
て
の
物
神
谷
崎
潤
一
郎
の
『
通
俗
小
説
』
」
（
「
海
燕
」
第
三
巻
第
八

　
号
、
昭
和
五
九
年
八
月
）
を
参
照
し
た
。

ゆ
　
全
集
第
二
二
巻
。
初
出
は
、
「
文
芸
春
秋
」
オ
ー
ル
読
物
号
、
第
一
八
巻
第
七
号
、

　
昭
和
五
年
七
月
。

＠
全
集
第
二
〇
巻
。
初
出
は
、
「
文
芸
春
秋
」
第
一
一
巻
第
一
一
号
－
第
一
二
巻
第

　
一
号
、
昭
和
八
年
一
一
月
－
翌
九
年
一
月
連
載
。

＠
　
「
八
犬
伝
第
二
輯
自
序
」
（
『
南
総
里
見
八
犬
伝
Ｈ
』
　
一
八
一
頁
、
昭
和
五
九
年
一

　
一
月
、
岩
波
書
店
）
底
本
は
、
旧
岩
波
文
庫
版
。

ゆ
　
「
玄
同
放
言
」
巻
二
（
文
政
三
年
一
二
月
、
東
都
書
璋
文
渓
堂
）
本
文
は
、
『
目
本

　
随
筆
大
成
』
第
三
回
、
二
三
〇
頁
、
昭
和
二
年
六
月
、
吉
川
弘
文
館
に
依
る
。

ゆ
　
謝
肇
湖
「
五
雑
姐
」
巻
之
一
五
、
三
五
、
三
六
頁
、
寛
文
改
元
辛
丑
仲
冬
版
本
。

　
謝
肇
渕
は
明
代
の
人
。
冒
頭
「
小
読
－
至
理
存
焉
」
は
、
馬
琴
の
引
用
に
は
た
い
が
、

　
あ
え
て
記
し
た
。

ゆ
　
「
玄
同
放
言
」
巻
二
「
詰
二
金
聖
歎
一
」
（
前
掲
『
目
本
随
筆
大
成
』
第
三
回
、
二
三

　
〇
頁
）
。

ゆ
　
全
集
二
〇
巻
。
初
出
は
、
「
永
井
荷
風
氏
の
近
業
に
つ
い
て
」
（
「
改
造
」
第
二
二

　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎
「
少
将
滋
幹
の
母
」
論

＠ 巻
第
一
一
号
、
昭
和
六
年
一
一
月
）
。

　
「
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
」
（
底
本
天
保
五
年
刊
四
巻
本
）
巻
第
二
「
読
本
作

者
部
上
」
一
〇
一
頁
。
本
文
は
、
『
近
古
文
芸
温
知
叢
書
』
第
五
編
、
明
治
二
四
年

五
月
、
博
文
館
に
依
る
。

六
一
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